
    

    

            

 

 

①『ワビシーネ農場
のうじょう

のふしぎなガチョウ』    《Ｆキ》 

ﾃﾞｨｯｸ･ｷﾝｸﾞ=ｽﾐｽ／作
さく

 三原
み は ら

 泉
いずみ

／訳
やく

 いとう ひろし／絵
え

 あすなろ書房
しょぼう

 

 ワビシーネ農場
のうじょう

のスカンピンさんは、びん

ぼうで運
うん

のわるい人
ひと

でした。なにもかもがうま

くゆかず、のこったのはつがい
．．．

のガチョウだ

け。ところがある日
ひ

、メスのガチョウが金色
きんいろ

の

たまごをうみました。そのたまごからはなん

と、金
きん

色
いろ

のひながうまれたのです！ 

 

②『ゴインキョとチーズどろぼう』      《ＡＦロ》 

ｴﾐﾘｰ･ﾛｯﾀﾞ／作
さく

 さくま ゆみこ／訳
やく

 たしろ ちさと／絵
え

 あすなろ書房
しょぼう

 

チュウチュウ通
どお

り１番地
ば ん ち

にすんでいるハツ

カネズミのゴインキョ。お宝
たから

チーズをいっぱ

いもっているゴインキョのところに、ある夜
よ

、

「どろぼうにちゅうい」という手紙
て が み

がとどい

た。おどろいているところへ、ガードマンだと

いう三
さん

びきのドブネズミがやってきて･･･。 

 

 

 

 

所 沢
ところざわ

市立
し り つ

所 沢
ところざわ

図書館
としょかん

 ２０１１年
ねん

 

③『ティナのおるすばん』 

ｲﾘ-ﾅ･ｺﾙｼｭﾉﾌ／作
さく

 石川
いしかわ

 素子
も と こ

／訳
やく

 矢島
や じ ま

 眞澄
ま す み

／絵
え

 徳間
と く ま

書店
しょてん

 《Ｆコ》 

 たったひとりのおるすばん。ティナは楽
たの

し

い計画
けいかく

をたて、おとなみたいにちゃんとやれ

ると思
おも

っていた。だけど、朝
あさ

からいやなこと

ばかり。学校
がっこう

はちこくするし、かぎをわすれ

て家
いえ

にはいれない。おまけに親友
しんゆう

のアネッテ

にどろぼうあつかいされるなんて･･･。 

 

④『ケーキやさんのゆうれい』     フレーベル館
かん

 《Ｅプ》 

ｼﾞｬｸﾘｰﾝ・K・ｵｸﾞﾊﾞﾝ／さく ﾏｰｼﾞｮﾘｰ・ﾌﾟﾗｲｽﾏﾝ／え 福本
ふくもと

 友
ゆ

美子
み こ

／やく   

 コーラ・リーは国
くに

いちばんのケーキやさん。

ところがコーラ・リーがしんでしまうと、お店
みせ

は売
う

りに出
だ

されてしまいました。その後
あと

、何人
なんにん

もの人
ひと

がそこでケーキやを開
ひら

きますが、コー

ラ・リーのゆうれいがじゃまをして、おいだ

してしまいます。ある日
ひ

、アニーがきて･･･。 

 

⑤『金
きん

のニワトリ』                

ｴﾚｰﾝ･ﾎﾟｶﾞﾆｰ／文
ぶん

 ｳｲﾘｰ･ﾎﾟｶﾞﾆｰ／え 光吉
みつよし

 夏
なつ

弥
や

／やく 岩波
いわなみ

書店
しょてん

 《 Ｍ 》 

 むかし、ある国
くに

にダドーンという王
おう

さまが

いました。しあわせにくらしていましたが、

そこへ、“くらやみ山
やま

”にすんでいる、わるい

まほう使
つか

いが、手下
て し た

をつかってせめこんでき

ました。 

こまった王
おう

さまのところへ、年
とし

をとった男
おとこ

が金
きん

のニワトリをつれてきて･･･。 

 

 



⑥『せかいいちおいしいスープ』 

マーシャ・ブラウン／文
ぶん

・絵
え

 こみや ゆう／訳
やく

 岩波
いわなみ

書店
しょてん

 《 Ｍ 》 

 三
さん

人
にん

のおなかをすかせたへいたいが、たべ

ものをもらおうと村
むら

にやってきました。とこ

ろが村人
むらびと

たちはなんにもくれません。すると

へいたいたちは、石
いし

でスープをつくるといい

だしました。石
いし

のスープってどんなあじがす

るのでしょう？ 村人
むらびと

たちは気
き

になって･･･。 

 

⑦『かさをかしてあげたあひるさん』 

村山
むらやま

 籌子
か ず こ

／著
ちょ

 山口
やまぐち

 マオ／絵
え

 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 《Ｆム》 

ある雨
あめ

の日
ひ

、あひるさんは、にわとりさん

から「かさをかしてほしい」といわれます。 

そこで、あひるさんはお母
かあ

さんに、にわと

りさんへ、かさをかしてあげたいといいます

が、お母
かあ

さんはかしてくれません。あひるさ

んが、とてもかなしくてないていると･･･。 

 

⑧『じごくのそうべえ』 

たじま ゆきひこ／作
さく

 童心社
どうしんしゃ

 《Ｅタ》 

 とざいとうざい。かるわざしのそうべえ。

いっせいいちだいのつなわたりでござあい。

ところが、つなから落
お

ちてあの世
よ

行
ゆ

き。つい

たところは、じごくの入
い

り口
ぐち

。ふんにょうじ

ごくにはりの山
やま

。そやけど、わしらまけへん

で。おにをあいてに大
おお

あばれや！ 

 

 

⑨『うみのダンゴムシ・やまのダンゴムシ』 

皆
みな

越
ごし

 ようせい／写真
しゃしん

・文
ぶん

 岩崎
いわさき

書店
しょてん

 《４８》 

 海
うみ

べの砂
すな

の中
なか

にもダンゴムシがいるんだ

よ。山
やま

にも町
まち

にも、赤
あか

や青
あお

やパンダもようの

ダンゴムシまで。いろんなばしょで、さがし

てみよう！『ダンゴムシ みつけたよ』、『やあ!

出会
で あ

えたね ダンゴムシ』も読
よ

んでみてね！ 

 

⑩『ことばあそびうた』 ⑪『ちのはなし』 

谷川
たにかわ

 俊太郎
しゅんたろう

／詩
し

 瀬川
せ が わ

 康男
や す お

／絵
え

 

福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 《９１.１》 

堀内
ほりうち

 誠一
せいいち

／ぶんとえ 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

《４９》 

 さあ、みんな、声
こえ

に出
だ

してよん

でみよう！たのしいことばあそび

がいっぱいのっているよ！ 

 いたい！ちがでちゃった。この

あかいちはどこからくるんだろ

う。きずをじっくりみてみよう！  

⑫『シマリス』 ⑬『とりになったきょうりゅうのはなし』 

竹田津
た け た づ

 実
みのる

／文
ぶん

・写真
しゃしん

 アリス館
かん

 

《４８》 

大島
おおしま

 英太郎
えいたろう

／さく 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

《４５》 

 ヒョコ ヒョコ オスがメスを

よぶ恋
こい

の歌
うた

。その歌
うた

が聞
き

こえたら

シマリスの一年
いちねん

の始
はじ

まりです。 

つばさのあるきょうりゅうがい

までもすがたをかえて、いきてい

るんだって！すぐそばにいるよ！ 

⑭『メアリー・スミス』 ⑮『バレエなんて、きらい』 

アンドレア・ユーレン／作
さく

 千葉
ち ば

 茂樹
し げ き

／訳
やく

  

光村
みつむら

教育
きょういく

図書
と し ょ

 《Ｅユ》 

ｼﾞｪﾆﾌｧｰ･ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞｿﾝ／作
さく

 

武富
たけとみ

 博子
ひ ろ こ

／訳
やく

 講談社
こうだんしゃ

 《Ｆジ》 

 メアリー･スミスの仕事
し ご と

はチュー

ブにこめた豆
まめ

をまどにとばすこ

と。そんな仕事
し ご と

ってあるの！？ 

 ウィニーは、ヴァネッサとゾー

イといつでもいっしょ。でもバレ

エ教室
きょうしつ

が始
はじ

まって･･･。 
 

 


